
2014 年度 山村再生担い手づくり事例集の作成について 

                             ‘14.8.19 豊田市矢作川研究所 洲崎燈子 

 

【2014 年度の目標】 

年度内に 20 件以上の活動団体への聞き取りとレポート作成を行う。 

 

【スケジュール案】 

1) 取材先の確定（～8月末） 

2) 取材者の募集、確定（～9月中旬） 

3) 取材者と取材先のマッチング（～9月末） 

4) 取材（10 月～12 月中旬） 

5) 調査者によるレポートの作成・提出、交通費等の請求、編集会議､事例集の完成（12 月～3月） 

＊交通費等の計算・支払事務は豊田市の株式会社 M-easy 戸田友介代表が担当 

 

【5～7月の山部会 WG で出た意見】 

 今年度は昨年度に引き続き「山村再生担い手づくり事例集」を作成することとするが、試行的

に川分野、海分野の活動団体もいくつか取材対象とする。昨年度の取材対象者にも取材者とし

ての参加の呼びかけを行う。 

 取材先の位置を落とした地図を入れる。 

 取材者と取材先の交流会をやるといい。若者にオーガナイズしてもらったらどうか。 

 

【取材者】8/19 現在 

浅田益章、今村豊、沖章枝、蔵治光一郎、近藤朗、洲崎燈子、高橋伸夫、丹羽健司、真柄明洋、松

井賢子 

 

【取材先候補】21 団体 ◆は川・海の活動団体 

●長野県   

 根羽村  

  木の駅ねばりん（南木一美氏） 

菊の会（田中きく江氏） 

 

●岐阜県 

    恵那市 

        ゴーバルハム（石原潔氏） 

        三宅林業（三宅龍美氏） 

 

●愛知県   

 設楽町  

  竹内牧場（竹内通王氏） 

 豊田市 

資料１ 



 （稲武地区）  

  アンティマキ（村田牧子氏） 

 （旭地区）  

  てくてく農園（横江克也氏） 

        旭若者会（鈴木啓佑氏） 

 （足助地区）  

  足助里山ユースホステル（小川光男氏） 

  新盛里山耕流塾（鈴木智氏） 

 （下山地区）  

        近藤しいたけ園（近藤圭太氏） 

 （旧豊田市）  

        こいけやクリエイト（西村新氏） 

  アグロプエルタ（藤本浩幸氏） 

        とよたプレーパークの会（小黒敦子氏） 

       ◆矢作川森林塾（硲信夫氏） 

       ◆矢作川水族館（阿部夏丸氏） 

 岡崎市 

        じさんじょの会（荻野昌彦氏） 

        額田林業クラブ（山本恵一氏） 

        宮ザキ園（梅村篤志氏） 

西尾市 

       ◆東幡豆漁協（石川金男氏） 

       ◆佐久島もんぺまるけ（神谷芝保氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    標題：いっしょに「山村再生担い手づくり事例集」を作りませんか！ 

 

矢作川流域圏懇談会および関係者の皆さま 

 

                             矢作川流域圏懇談会事務局 

 

 矢作川流域圏懇談会山部会では昨年度から、流域内で農業、林業、林産業、定住支援などの中山

間地振興に携わる団体・個人の活動情報を共有し、生産者と消費者、農村と都市の住民、関連する

団体・個人同士のネットワーク作りを支援する「山村再生担い手づくり事例集」の作成を始めまし

た。昨年度の事例集は以下でご覧になれます。 

http://www.cbr.mlit.go.jp/toyohashi/kaigi/yahagigawa/ryuiki-kondan/pdf/saiseijirei.pdf 

 取材そのものも、取材後の編集会議での意見交換も、予想以上に愉しく刺激的でした。また昨年

度の事例集づくりがきっかけとなり、取材者と取材先、取材先と懇談会、取材者と懇談会の新しい

交流が始まっています。今年度も、先進的でユニークな活動を行う22団体を事例集に掲載するべく、

懇談会メンバー及び関係者の皆さんによる取材を行いたいと思います。取材先は現在確定中です。 

つきましては、この取材に参加して下さる方を大募集します！ 取材は、取材内容に客観性を持た

せるため複数の取材者でチームを構成し、1日に近隣の 2～3団体を取材して頂く形で実施します（取

材日は各チームが取材先と調整し、決定して下さい）。事例集の作成は以下のスケジュールで行う予

定です。 

皆さまのご参加を心よりお待ちしています。ご協力頂ける方は以下のフォームに氏名、住所、E

メールアドレスをご記入の上、Eメールもしくは FAX、郵便で事例集事務局にお送り下さい。 

なお今年度は、試行的に流域内の川や海で活動する団体も取材対象とする予定です。山だけでな

く、川、海の各部会の皆さまの積極的なご参加をお願い致します。 

 

＜取材者申し込みフォーム URL＞ 

 

◆申込・問合せ先： 矢作川流域圏懇談会事務局 

〒441-8149 愛知県豊橋市中野町字平西 1-6 

国土交通省豊橋河川事務所 事業対策官 西原、専門職 真柄 

TEL 0532(48)8107  FAX 0532(48)8100  E-mail   makara-a85aa@cbr.mlit.go.jp 

◆申込期日：9月 19日（金）（当日消印有効） 

＊お申し込み後、事例集事務局による取材先と取材者のマッチングを行います。 

＊取材に関する諸費用については当方で負担します。 

 

【2014年度「山村再生担い手づくり事例集」づくりスケジュール（予定）】 

1) 取材先の確定（～8月末） 

2) 取材者の募集、確定（～9月中旬） 

3) 取材者と取材先のマッチング（～9月末） 

4) 取材（10 月～12 月中旬） 

5) 調査者によるレポートの作成・提出、交通費等の請求、編集会議､事例集の完成（12 月～3月） 



 

 


